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履修者群（n= 112） 対照群（n= 83）
学期始め 学期終わり 学期始め 学期終わり
主体的な授業態度 28.52 29.58 30.08 29.20 交互作用 F(1,193)= 9.55,  p< .01, η2= .05
（5.92） （5.88） （5.77） （6.15）
学習に対する積極的関与 6.40 6.85 6.59 6.47 交互作用 F(1,193)= 6.18,  p< .05, η2= .03
（1.99） （2.10） （2.12） （2.16）
将来への展望 11.36 11.33 10.83 10.81 n.s.
（2.32） （2.45） （2.41） （2.86）
自己愛的脆弱性（全体） 62.15 62.94 63.06 65.17 履修の主効果 F(1,193)= 5.53,  p< .05, η2= .03
（11.8） （14.52） （12.33） （12.9）
（自己顕示抑制） 17.00 17.21 16.92 17.47 n.s.
（4.10） （4.87） （4.29） （4.14）
（自己緩和不全） 15.74 16.09 15.42 15.77 n.s.
（4.59） （5.20） （4.82） （5.24）
（潜在的特権意識） 13.06 13.55 13.80 14.54 履修の主効果 F(1,193)=7.65,  p< .01, η2= .04
（3.13） （3.64） （3.57） （3.96）
（承認・賞賛過敏性） 16.35 16.09 16.93 17.39 n.s.



























































中立的・批判的 思いつかないです／具体的に指示をしてほしかった 8 0 5


















中立的・批判的 特にないかな 0 1 4
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中立的・批判的 学類に対して感じたことは特にない 0 1 3
























中立的・批判的 何かしらで役に立つと思うけど，それが何かはまだ見えてこない 0 0 2


































2 年後期 ２年後期 ３年後期 ３年後期 ４年後期
学期初め 学期終わり 学期初め 学期終わり 学期終わり
履修中 履修１年後 履修２年後
[n= 40] [n= 37] [n= 30]
主体的な授業態度 29.18 28.88 30.30 30.00 30.23
（5.85） （5.32） （6.55） （5.70） （5.14）
学習への積極的関与 6.75 7.10 7.08 6.89 7.30
（1.72） （1.95） （2.17） （2.34） （1.78）
将来への展望 11.35 11.45 11.84 11.70 11.43
（2.33） （2.36） （2.62） （2.95） （2.90）
自己愛的脆弱性 61.68 62.83 61.03 66.30 60.03
（11.33） （14.45） （13.90） （12.84） （10.14）
（自己顕示抑制） 16.43 16.35 16.08 17.43 16.10）
（3.58） （4.80） （4.52） （5.15） （5.20）
（自己緩和不全） 16.13 16.53 16.05 17.84 16.87
（4.70） （5.36） （5.08） （4.10） （4.55）
（潜在的特権意識） 13.03 13.78 13.03 13.57 11.73
（3.21） （3.43） （3.21） （3.50） （3.01）
（承認・賞賛過敏性） 16.10 16.18 15.86 17.46 15.33
（4.08） （4.91） （4.31） （4.00） （3.29）
4-4-2．フォローアップ調査　記述式アンケート
　履修２年後の記述についても、履修時点の記述と同様のカテゴリー分けによって分類した（表５）。結
果は、自己表現演習に対する高い評価を示す記述が大多数を占めた。履修直後の回答は個人的で一過性の
ものである可能性があるのに対して、２年後の回答は個々人の想起や仲間同士の会話により変容しつつ記
憶に定着しており、かえって特徴がより明確になっている可能性があろう。
表５　フォローアップ調査　履修２年後の自由記述（全件）
記述カテゴリー 記　　　述
（1）「自己表現演習」において学んだ，身についたと思える技術や態度について自由に記述してください
表現力・発表態度 人前に立つ力／プレゼンテーション力が身についた／人の前で話す能力／堂々とすること／人前で話す，
発表形式のものだったため／仲間と１つのものを作る楽しさ／人前で自分の特技を披露するときの緊張
感や心構え，緊張に強くなれたと思う
協調性・チームワーク 動画など，自分達で作る大変さと楽しさがわかった／チームで協力しながら１つのものを作り上げると
いう点が身についたと思う／みんなで協力する力，／周囲との協力・協調性／協調性／相手の気持ちに
なって，教えることや伝えることの大切さ／みんなで協力して作り上げることを第一に，声かけを頑張っ
た／仲間と協力する大切さや周りの事を考えるようになった／仲間と一緒に１つのものを作り上げる力
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努力・粘り 自分からやろうとしたり，一生懸命やろうと感じたり，前よりもなった／最後まであきらめないという
こと／映像作成しましたが周りの人にたくさん助けていただいたので感謝の気持ちが大きいです
その他 動画作成を行ったので動画の取り方や編集を学べた／人前で発表するのは苦手だと思った／効率よく物
事を進める力／段取り／自分の得意なことやできることを考える能力が身についたと思います／自分で
考える力／自らで計画を立て，進めていく力
（2）「自己表現演習」において，他の学生について気づいたこと，感じたことを自由に記述してください。
個性・多様性の発見 それぞれ様々な表現の仕方があると分かりました／個性がみられるものだと思った／普段とは違った一
面をみることができた。みんな良い発表だったなあと思う／それぞれ大きく個性を出していて，すごく
良かった／みんな色々特技を持っているんだなぁと思った／普段の学生生活だけでは見ることのできな
い人たちの個性を知ることがデキタように感じました。意外な特技などを見ることができたように思い
ます／見かけによらないこともあれば見かけどおりのこともあるんだなぁ／人それぞれ特技は違うけど，
個性が輝いていてすてきだなと思った／自分が知らない友達の新たな一面を見ることができた／興味の
あることについて知れた
頑張りや工夫，仲間へ
のほめ
プレゼンテーションが上手く，勉強になった／みんな楽しそうにやっていたなーと思いました／みんな
楽しそうにやっていた／好きなことをしている姿は輝いていた／堂々とすること／みんな，自分たちの
課題に一生懸命取り組んでいた／みんな頑張っていました／協力することの大事さ／それぞれのグルー
プで一生懸命やっていた
（3）自己表現演習における教員の取り組みについて自由に記述してください
ほめ・感謝 色々と親身になってくださった／相談など聞いてくれたり，協力的でした。／良い発表が出来るような
環境や設備の準備をすごくしてくれるのでありがたかったです／自由にできるだけ行わせていただけて，
頼りたい時は相談に乗ってくださいました／よく様子を見に来てくれて嬉しかったです／生徒がやりた
いことを実現できるよう努力してくれた／自由にさせてくれてありがたい／何をするか決まっていない
ときには相談に乗ってもらったり作業が進んでいるときは時々様子を見て進行状況を確認してもらった
りとちょうどよい距離感のように思いました／距離感が助かる／さまざまなアドバイスをしてくださっ
た／サポートやアドバイスが丁寧だった／あたたかく見守ってくださいました／すばらしい／とても協
力してくれた／映像にも参加して頂いて感謝しております／やりたい事が実現できるようにサポートし
てくれて助かりました／放任主義で良かった
中立的・批判的 そんなには干渉されていなかった
（4）３年次や４年次において，「自己表現演習」の履修が影響したことがあれば，自由に記述してください。
前向き：全般 自己表現演習でも扱った絵のことについて卒論テーマに選んだ／自己表現演習で本を使い，調べること
が多かったので，卒業論文で役に立った
前向き：
発表・自己表現
私は趣味と特技の間のようなものを表現演習で行ったので就職活動の面接で趣味や特技を聞かれた際回
答内容のネタになりました／人前に出るとき前より緊張しなくなった。前よりも自分に自信が持てるよ
うになった
前向き：友人関係 話題が増えた（知らなかった一面を見ることができたから）／後輩に先輩の発表を見たと伝えられてちょっ
と恥ずかしい気持ちになった（悪くないけど）／ますますお互いのことを知れたと思う／みんなでまたや
りたいねと話す機会がふえた／友情が深まった。もう大学生活の良い思い出の１つとなりました
中立的・批判的 特にないです／特にありません／特になし
（5）「自己表現演習」を終えて，心理学類に対して感じたことや，気づいたことを自由に記述してください。
個性・多様性の発見 色々な人がいる／さまざまな人がいる。そしてそれぞれ得意な事があっていいなと思いました
高評価・好印象 自分のやりたいことをやらせてもらえる／おもしろい授業をやるなと思った／こんなのもあるのか／心理
学類には人見知りの人が多いけど，内に秘めているものがある／下の代の人たちにも履修してほしい授業
でした／好きなことや，やりたいことを授業でできるのは，心のリフレッシュになりました／心理学類の
人たちはみんな協力的／心理という枠にとらわれすぎないこと／良い意味での大学らしい自由な学類
自己表現の大切さ 心理学類の授業は他人の心理について学ぶものが多いですが自己表現演習のように自分について考える
授業を通して見えてくることもあるように感じました
中立的・批判的 特になし／特にありません／特にない
（6）「自己表現演習」は，これから仕事をしていく上で役にたつ側面があると思いますか。自由に記述してください。
自己理解・自己表現 自分を表現することを小さくてもやれることがあるので，今はだめでも続けていく気でいたら，完成し
たりするので，経験が役に立つと思う／自己主張するのに役立ちそう／自分の興味や得意なことがわか
る／人前（知り合い）で何かをする機会に役立ったと思う／自分をかくさずに表現する，恥をすてると
いうこと／どんな進路であっても自分を表現して他人に何かを伝えなければならない機会はあるかと思
います。そのような時にどのような手段で表現をするかと考える手がかりや参考になったのではと考え
ます／人前で発表した経験からプレゼンテーションをする面で役立ちそうだと思う／自分をどのように
表現するかという事を考える力が身についた／内容が自由だっただけに何をどうするかゼロから決めて，
目標へ向けて進めていくというのも自分達で行えたことは，とても良かった
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その他 最後まで諦めない気持ち／周囲と協力して何かをするスキルが上がった／協力して作品をつくること／
多分／グループで力を合わせてやった人は人と協力して作り上げる経験になるし，そうでない人も１人
で発表を準備したりして良い経験になってたのでは／チームワーク／自分で考える／コミュニケーショ
ン力／人が喜んでくれるのならやりたいなと思います／計画力，協調性
中立的・批判的 わかりません／特になし
（7）「自己表現演習」は，将来の家庭や地域において役に立つ側面があると思いますか。自由に記述してください。
次年度以降の履修者に
対して
少し役に立つことはあると思います／様々な人と関わる際に役立つと思う／自分の得意なことやできる
ことを理解できていれば，どんな形であれ何かしら活かす機会はあるのではないかと思います／あると
思う／何かを計画して進める力が身につくという面で役立つと思う／こういうのやったんだよと話のネ
タになる／計画力，協調性
その他 特になし／わかりません。すみません／わからず／わからない
５．まとめ
　本論文は平成27（2015）年度より平成29（2017）年度まで和洋女子大学教育振興支援基金の助成を
受けた人文学群心理学類の自己表現演習の授業展開を報告した。学生たちはこの授業において個人または
グループで何らかの自己表現を行った。教員は専門知識の教授とは異なる立場で、学生と関わり、応援し
たり、共に活動したり、具体的なサポートを行った。教育効果を測定するアンケート調査においては、効
果量は小さいものの主体的な学習態度や学習に対する積極的関与が向上した。自由記述からは協調性や学
生同士の個性の発見、努力やがんばり、教員への感謝が多数得られ、自己表現演習によって高い履修満足
と成長の実感を学生が得たことがうかがわれた。
　対照群との比較から、自己愛的脆弱性、特に潜在的特権意識の高い者が履修そのものを避けた可能性も
あった。その一方、履修しなかった学生への個人的な聞き取りからは、授業という場面における自己表現
は仮想的なものにすぎないという指摘もあり、すでに自己表現に積極的に取り組んでいる者が履修の必要
性を感じなかった可能性もあった。
　教員の関わりは学生たちからきわめて高い評価を得た。ただし、予算の支出や表現内容において、どこ
まで自由に受容的であり続けるのか判断の難しい場面もあったように思われる。また学生の発想や表現に
対して理解が難しかったり、戸惑いを感じたりする場面もあり得た。これらの点が教員間あるいは大学や
学科において十分に話し合われ、得られる教育効果とのバランスにおいて共通理解が得られれば、自己表
現演習のような授業は自己理解や表現力だけでなく協調性や努力など様々な成長の実感、学科への好感度
や教員との関係性の向上につながる意欲的な体験をもたらすことが期待できる。
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